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長
崎
県
諫
早
市
、
北
西
に
多
良
岳
を

の
ぞ
み
諫
早
湾
干
拓
で
一
躍
有
名
に
な

っ
た
堤
防
道
路
の
諫
早
市
側
入
り
口
に

位
置
す
る
同
市
高
来
町
。
ま
た
日
本
名

水
百
選
に
も
選
ば
れ
た
「
轟
渓
流
」
を

は
じ
め
多
良
連
峰
、
有
明
海
と
大
自
然

に
恵
ま
れ
た
水
と
緑
に
あ
ふ
れ
る
美
し

い
街
に
あ
る
芦
塚
自
動
車
㈱
様
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

同
社
は
、
昭
和
38
年
４
月
に
現
代
表

の
父
上
で
あ
る
芦
塚
光
好
氏
が
創
業
さ

れ
、
平
成
17
年
８
月
よ
り
芦
塚　

直
社

長
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
平
成
12
年

に
は
本
社
か
ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

離
れ
た
国
道
２
０
７
号
の
ロ
ー
ド
サ
イ

ド
に
オ
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
芦
塚
を
開
設
さ

れ
、
集
客
力
を
高
め
お
客
様
に
や
さ
し

い
整
備
を
心
掛
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
地
方
都
市
の
現
状
で
は
人
口
の
減

少
や
地
域
の
お
付
き
合
い
の
変
化
は
否

め
ま
せ
ん
が
そ
の
中
で
も
正
面
か
ら
地

域
に
根
差
し
て
お
客
様
に
頼
っ
て
い
た

だ
け
る
整
備
工
場
を
目
指
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

常
時
２
名
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
来
店

さ
れ
た
お
客
様
や
電
話
対
応
を
こ
な
し

整
備
見
積
も
り
や
引
取
り
・
納
車
、
当

然
事
務
処
理
ま
で
親
切
丁
寧
に
行
い
ま

す
。
整
備
に
関
す
る
情
報
は
整
備
ス
タ

ッ
フ
に
引
き
継
が
れ
、
一
貫
し
て
車
両

が
引
き
渡
さ
れ
る
ま
で
情
報
の
共
有
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
手
作
り
感
あ
ふ
れ

る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
料
金
表
・
カ
ラ
ー
サ
ン
プ

ル
等
、
女
性
に
も
気
軽
に
来
店
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
ス
タ
ッ
フ
全
員
の

気
持
ち
が
あ
ふ
れ
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
は

常
時
明
る
く
き
れ
い
に
整
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
２
０
０
７
年
に
行
わ
れ
た
第
16

回
全
日
本
自
動
車
整
備
技
術
競
技
大
会

に
も
出
場
さ
れ
社
長
自
ら
広
範
囲
に
新

し
い
整
備
や
車
両
の
知
識
を
吸
収
し
エ

ン
ジ
ン
オ
イ
ル
・
バ
ッ
テ
リ
ー
を
は
じ

め
と
す
る
整
備
部
品
の
在
庫
の
充
実
と

共
に
車
両
に
最
も
適
し
た
商
品
を
素
早

く
提
供
で
き
る
仕
組
み
を
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
お
客
様
目
線
で
い
か
に
新

車
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
乗
っ
て
い
た
だ

け
る
か
を
提
案
で
き
る
よ
う
に
新
し
い

カ
ー
リ
ー
ス
の
形
を
導
入
さ
れ
、
こ
の

よ
う
な
方
法
が
あ
っ
た
の
か
と
お
客
様

に
喜
ば
れ
る
ご
提
案
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
が
ま
た
更
に
日
々
の
業
務

に
つ
な
が
る
御
商
売
が
で
き
て
い
る
そ

う
で
す
。
整
備
業
は
ト
ー
タ
ル
カ
ー
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
く
て
は
い
け
な
い

と
い
う
旗
印
の
も
と
顧
客
の
安
全
・
安

心
・
快
適
を
さ
ら
に
追
及
し
地
域
密
着

を
基
本
と
し
な
が
ら
さ
ら
に
発
展
を
遂

げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

（
西
山
浩
一
）

　

先
日
、
山
田
洋
次
監
督
・
吉
永
小
百
合

主
演
「
母
と
暮
ら
せ
ば
」
を
観
た
。
吉
永

演
じ
る
伸
子
は
息
子
の
浩
二
と
２
人
暮
ら

し
。
助
産
婦
で
生
計
を
立
て
浩
二
を
医
大

に
通
わ
せ
て
い
た
が
、
長
崎
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
日
、
浩
二
は
一
瞬
に
し
て
消
え

て
し
ま
う
▼
３
年
後
、
伸
子
の
前
に
浩
二

の
亡
霊
が
現
れ
る
。
映
画
の
冒
頭
の
原
爆

投
下
の
場
面
は
衝
撃
的
で
あ
る
が
そ
の
後

は
、
伸
子
の
日
常
と
息
子
の
亡
霊
と
の
対

話
が
丹
念
に
描
か
れ
て
い
る
。
戦
争
反
対

の
声
高
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
な
い
が
、
見
終

わ
っ
た
後
、
原
爆
で
亡
く
な
っ
た
青
年
の

人
生
や
、
残
さ
れ
た
家
族
の
悲
し
み
が
じ

わ
っ
と
伝
わ
る
映
画
で
あ
っ
た
▼
昨
年
は

戦
後
70
年
。
あ
る
意
味
数
字
上
の
節
目
だ

け
で
は
な
か
っ
た
気
が
す
る
。
集
団
自
衛

権
の
行
使
を
め
ぐ
る
憲
法
解
釈
の
強
引
な

変
更
は
、
国
際
情
勢
の
変
化
の
中
で
安
保

法
制
の
必
要
性
の
是
非
と
は
別
に
、
「
新

憲
法
に
則
っ
て
…
」
と
小
学
校
の
校
歌
を

歌
っ
て
育
っ
た
世
代
で
あ
る
私
に
は
、
立

憲
主
義
を
壊
す
行
為
だ
と
受
け
止
め
ざ
る

を
得
な
い
▼
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

書
架
か
ら
い
ろ
ん
な
戦
記
文
学
、
戦
争
体

験
記
を
再
読
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

以
前
読
ん
だ
と
き
と
違
っ
た
感
慨
を
そ
れ

ぞ
れ
得
た
が
、
そ
の
中
で
印
象
に
残
っ
た

言
葉
。
「
す
な
わ
ち
、
よ
き
人
々
は
帰
っ

て
こ
な
か
っ
た
。
」
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容

所
で
生
き
残
っ
た
Ｅ
・
フ
ラ
ン
ク
ル
著

「
夜
と
霧
」
の
一
節
。
長
い
シ
ベ
リ
ア
抑

留
か
ら
帰
還
し
た
詩
人
石
原
吉
郎
は
こ
れ

に
「
最
も
よ
き
私
自
身
も
帰
っ
て
来
な
か

っ
た
」
と
書
き
添
え
た
。
「
戦
後
Ｘ
年
」

と
い
う
気
持
ち
だ
け
は
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
。

（
斉
藤
修
一
）
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ス
タ
ー
タ
ー
は
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
す

る
の
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

ス
タ
ー
タ
ー
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
と
は
エ

ン
ジ
ン
始
動
後
に
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ヤ
が
戻

ら
ず
、
逆
に
ス
タ
ー
タ
ー
が
エ
ン
ジ
ン

に
回
さ
れ
破
損
ま
た
は
焼
損
す
る
現
象

で
す
。

　

オ
ー
バ
ー
ラ
ン
（
連
れ
回
り
）
の
原

因
は
電
気
的
要
因
と
機
械
的
要
因
が
あ

り
ま
す
。

電
気
的
要
因
①

　

「
イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
キ
ー
ス
イ
ッ
チ

（
戻
り
不
良
、
内
部
接
点
の
溶
着
等
）

及
び
イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
キ
ー
シ
リ
ン
ダ

ー
の
不
良
（
内
部
固
着
や
ガ
タ
ツ

キ
）
」
、
ま
た
は
「
車
輌
側
の
そ
の
他

配
線
等
の
不
具
合
」
に
よ
り
、
エ
ン
ジ

ン
始
動
後
も
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
に

通
電
状
態
し
続
け
た
場
合
、
ス
タ
ー
タ

ー
が
作
動
し
た
ま
ま
に
な
り
ピ
ニ
オ
ン

ギ
ヤ
が
リ
ン
グ
ギ
ヤ
か
ら
離
れ
ず
エ
ン

ジ
ン
と
連
れ
回
り
、
許
容
回
転
数
を
超

え
て
し
ま
う
為
、
モ
ー
タ
ー
内
部
が
破

損
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
際
エ
ン
ジ

ン
回
転
を
伝
え
な
い
働
き
を
す
る
オ
ー

バ
ー
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ッ
チ
が
損
傷
し

ア
ー
マ
チ
ュ
ア
、
ヨ
ー
ク
が
破
損
し
ま

す
。
」
ま
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
内

の
コ
イ
ル
（
プ
ル
イ
ン
コ
イ
ル
）
も
10

秒
以
上
の
通
電
で
焼
損
に
至
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

電
気
的
要
因
②

　

「
エ
ン
ジ
ン
回
転
が
重
い
」
（
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
の
量
・
粘
度
又
は
経
年
劣

化
に
よ
る
エ
ン
ジ
ン
内
部
の
回
転
抵
抗

の
増
加
）
、
「
バ
ッ
テ
リ
ー
が
弱
い
」

等
の
状
態
で
、
長
い
時
間
エ
ン
ジ
ン
を

ク
ラ
ン
キ
ン
グ
す
る
と
、
マ
グ
ネ
ッ
ト

ス
イ
ッ
チ
の
メ
イ
ン
接
点
に
定
格
容
量

よ
り
大
き
な
電
流
が
流
れ
る
可
能
性
が

あ
り
、
内
部
の
メ
イ
ン
接
点
が
過
度
に

発
熱
し
溶
着
（
張
り
つ
き
）
を
起
す
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
が
バ
タ

ツ
キ
（
チ
ャ
タ
リ
ン
グ
）
を
起
し
ピ
ニ

オ
ン
ギ
ヤ
が
戻
り
に
く
く
な
り
オ
ー
バ

ー
ラ
ン
を
起
こ
し
ま
す
。
又
、
溶
着
し

た
際
に
は
エ
ン
ジ
ン
始
動
後
も
ス
タ
ー

タ
ー
に
電
流
が
流
れ
続
け
る
た
め
ス
タ

ー
タ
ー
内
部
の
ア
ー
マ
チ
ュ
ア
・
ヨ
ー

ク
が
過
度
に
発
熱
し
焼
損
に
至
り
ま
す
。

機
械
的
要
因

　

エ
ン
ジ
ン
側
リ
ン
グ
ギ
ヤ
に
経
年
使

用
に
よ
る
磨
耗
や
損
傷
が
あ
る
場
合
、

ス
タ
ー
タ
ー
側
の
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ヤ
の
損

傷
・
磨
耗
度
合
い
に
も
よ
り
ま
す
が
、

エ
ン
ジ
ン
始
動
後
ス
タ
ー
タ
ー
の
ピ
ニ

オ
ン
ギ
ヤ
が
戻
る
際
、
引
っ
か
か
り
等

を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

時
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ヤ
が
噛
み
合
っ
た
ま
ま

エ
ン
ジ
ン
始
動
後
も
連
れ
回
り
オ
ー
バ

ー
ラ
ン
を
起
こ
し
ス
タ
ー
タ
ー
が
許
容

回
転
数
を
超
え
て
し
ま
う
為
、
オ
ー
バ

ー
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ッ
チ
・
ア
ー
マ
チ

ュ
ア
・
ヨ
ー
ク
が
破
損
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

ス
タ
ー
タ
ー
を
修
理
す
る
際
に
は
、

交
換
前
の
現
車
の
ス
タ
ー
タ
ー
の
状
態

を
確
認
し
て
頂
き
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
の
症

状
で
故
障
し
て
い
る
場
合
は
、
関
連
し

て
イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
キ
ー
ス
イ
ッ
チ
及

び
キ
ー
シ
リ
ン
ダ
ー
、
ス
タ
ー
タ
ー
リ

レ
ー
、
配
線
等
の
点
検
ま
た
は
部
品
交

換
が
必
要
に
な
り
、
機
械
的
要
因
で
リ

ン
グ
ギ
ヤ
と
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ヤ
に
損
傷
・

磨
耗
が
あ
る
場
合
は
、
ス
タ
ー
タ
ー
交

換
時
に
リ
ン
グ
ギ
ヤ
の
交
換
も
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
リ
ン
グ
ギ
ヤ
交
換

作
業
は
費
用
の
面
で
も
大
き
な
も
の
に

な
り
ま
す
が
、
ス
タ
ー
タ
ー
交
換
後
に

再
度
不
具
合
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高

い
為
、
お
客
様
と
ご
相
談
・
ご
検
討
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

情
報
提
供
▼
㈲
大
光
サ
ー
ビ
ス

w
w

w
.daiko-service.com
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ス
タ
ー
タ
ー（
セ
ル
モ
ー
タ
ー
）の
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
に
因
る
故
障
に
つ
い
て

機械的要因例

スタータモーター交換時、車輌側リング
ギヤのキズや摩耗状態もご確認ください。
現車のスタータモーターのピニオンギヤ
の状態が、上記の参考写真のようにギヤ
の先端部に傷みや摩耗又は損傷がある場
合、リングギヤにも摩耗、損傷がある可
能性があります。損傷がある状態ですと、
スタータモーター取付け後、ギヤ噛み合
い時の異音やオーバーラン、スタータモ
ーターの作動不良につながる可能性があ
ります。

オーバーランにより破損したスターターの症例です。
スターターの外観は異常がない様に見えますが内部は破損しています。

アーマチュア・ヨーク破損、焼損例

メイン接点、溶着例

軽自動車、小型自動車　ピニオンギヤ摩耗例 車輌側リングギヤ摩耗、損傷例

普通車、トラック　ピニオンギヤ摩耗、損傷例 車輌側リングギヤ摩耗、損傷例
オーバーランにより破損したスターターの症例



糖
尿
病
と
は

　

す
い
臓
で
作
ら
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
と

い
う
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
不
足
に
よ
り
、

慢
性
的
に
高
血
糖
に
な
っ
た
状
態
の
こ

と
で
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
量
の
不

足
や
、
そ
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
、
栄

養
分
が
細
胞
の
中
に
取
り
込
ま
れ
な
く

な
り
、
血
液
中
に
ブ
ド
ウ
糖
な
ど
の
量

が
増
え
て
き
ま
す
。
そ
し
て
長
期
間
高

血
糖
状
態
が
続
く
と
、
腎
症
や
網
膜
症
、

神
経
障
害
な
ど
の
合
併
症
が
起
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
は
１
型
、
２

型
と
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
日
本
の
糖
尿

病
患
者
の
約
95
%
が
2
型
糖
尿
病
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
お
も
に
中
高
年
以
降
に

み
ら
れ
ま
す
が
、
若
年
者
の
発
症
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
遺
伝
的
な
体
質
に
過

食
、
運
動
不
足
、
肥
満
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
の
生
活
習
慣
や
加
齢
と
い
っ
た
要
因

が
加
わ
り
、
発
症
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
2
型
糖
尿
病
は
「
生

活
習
慣
病
」
と
も
い
わ
れ
る
の
で
す
。

糖
尿
病
の
治
療

　

糖
尿
病
の
治
療
の
目
的
は
、
で
き
る

だ
け
血
糖
を
正
常
に
近
い
状
態
に
保
ち
、

合
併
症
を
防
い
で
健
康
な
人
と
同
様
な

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

治
療
に
は
、
食
事
療
法
、
運
動
療
法
、

薬
物
療
法
が
あ
り
ま
す
が
、
食
事
療
法

は
全
て
の
場
合
の
基
本
と
な
り
ま
す
。

糖
尿
病
の
食
事
療
法
は
、
正
し
い
食
習

慣
と
と
も
に
、
過
食
を
避
け
、
偏
食
せ

ず
に
規
則
正
し
い
食
事
を
す
る
こ
と
で
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す
。
つ
ま
り
、
糖
尿
病
食
は
特
別
な
食

事
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
健
康

食
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
食
べ
物

が
よ
い
、
悪
い
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、

一
日
3
食
規
則
正
し
く
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
を
と
り
、
そ
れ
を
長
く
続
け
る

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
運
動
療
法

で
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
感
受
性
を
良
く

し
、
脂
質
異
常
症
（
高
脂
血
症
）
や
高

血
圧
の
改
善
に
有
効
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
筋
力
や
心
肺
機
能
が
向
上

し
、
爽
快
感
が
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
実
際
の
運
動
に
あ
た

っ
て
は
、
誰
に
で
も
安
全
に
で
き
る

「
歩
く
」
こ
と
を
生
活
の
中
に
取
り
入

れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
め
や
す
と
し
て
は
、

歩
行
運
動
で
は
1
日
2
回
、
で
き
れ
ば

食
後
１
時
間
く
ら
い
し
て
か
ら
１
回
15

〜
30
分
、
週
3
回
以
上
が
望
ま
し
い
で

す
。
運
動
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
医
師

の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
か

ら
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

｠

　

今
回
の
『
今
売
れ
商
品
』
は
、
ボ
ッ
シ
ュ
Ｂ

Ａ
Ｔ
ー
Ｃ
７
の
ご
案
内
で
す
。

　

夏
は
ク
ー
ラ
ー
！
、
冬
は
ヒ
ー
タ
ー
！
、
車

の
エ
ア
コ
ン
は
一
年
中
頑
張
っ
て
い
ま
す
。　

　

そ
の
エ
ア
コ
ン
の
頑
張
り
を
支
え
て
い
る
の

が
バ
ッ
テ
リ
ー
で
す
。
最
近
は
、
充
電
制
御

用
・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
用
・
い
ろ
い
ろ

な
タ
イ
プ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
に
あ
わ
せ
た
充
電
器
全
部
揃
え
る
と
非

常
に
コ
ス
ト
が
か
か
り
大
変
で
す
。
そ
ん
な
悩

み
を
解
決
し
て
く
れ
る
の
が
、
ボ
ッ
シ
ュ
・
高

性
能
バ
ッ
テ
リ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
Ｂ
Ａ
Ｔ
ー
Ｃ

７
な
の
で
す
。
こ
の
Ｂ
Ａ
Ｔ
ー
Ｃ
７
、
充
電
モ

ー
ド
が
六
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
注
目
さ
れ
る
モ
ー
ド
を
二
つ
紹

介
し
ま
す
、
1
つ
め
は
12
Ｖ
回
復
モ
ー
ド
で
す
。

ル
ー
ム
ラ
イ
ト
等
の
消
し
忘
れ
、
翌
朝
エ
ン
ジ
ン
か
か
ら
な
い
、
な
ん
て
経
験
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
バ
ッ
テ
リ
ー
を
復
活
さ
せ
る
モ
ー
ド
な
の
で
す
。
16
Ｖ
で
強
い
電
圧
・

電
流
を
入
れ
あ
る
程
度
復
活
し
た
ら
、
通
常
の
充
電
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

二
つ
め
は
、
パ
ル
ス
充
電
で
す
。
バ
ッ
テ
リ
ー
の
寿
命
を
短
く
し
て
い
る
1
つ

の
原
因
が
サ
ル
フ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

鉛
バ
ッ
テ
リ
ー
は
放
電
時
、
電
極
板
の
表
面
に
サ
ル
フ
ェ
ー
シ
ョ
ン
（
非
伝
導

性
結
晶
皮
膜
）
が
生
成
さ
れ
、
長
期
間
使
用
・
放
置
し
て
い
る
と
、
こ
れ
が
硬
質

化
し
電
極
板
の
表
面
に
増
殖
し
、
性
能
が
落
ち
て
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
は
バ
ッ
テ
リ
ー
に
接
続
し
た
時
点
で
自
動
的
に
選
択
さ
れ
、

パ
ル
ス
充
電
＝
サ
ル
フ
ェ
ー
シ
ョ
ン
除
去
を
行
い
ま
す
。

　

お
勧
め
の
バ
ッ
テ
リ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
で
す
。
是
非
、
活
用
さ
れ
て
み
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。

 

（
仲
里　

賢
）
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健
康
一
口
メ
モ

あなたのお車バッテリー大丈夫ですか？
BOSCH バッテリーチャージャーBAT-C7

気
に
な
る
病
気
や
健
康
に
つ
い
て
「
一
口
メ
モ
」
に
ま
と
め
て
い
き
ま
す

生
活
習
慣
は
大
丈
夫
？「
糖
尿
病
」

BEST SELLER
おススメの本

　今年の芥川賞はどうしても　又吉直樹氏の「火花」が注目
されているが、羽田直樹氏の「スクラップ・アンド・ビル
ド」も是非ご一読いただきたい。
　あらすじだけみると、祖父と孫の老人介護の葛藤を描いた
小説かと思われる。しかし読んでいくと、祖父は孫の介護を
受けているようであるが、本当に祖父はボケ老人なのか、も
しかしたら演技なのではないかと私は疑い始めた。健斗の若
者としての葛藤を描きながら、祖父のある意味人間味あふれ
るボケ老人（この表現が良いかどうかは別にして）としての
行動と言動は、もしかして孫の成長を願い家族を思う、愛情
にあふれている人なのではないのかなと、色々考えさせられ
る物語であった。
　色々な批評や感想があるようだが、文学とは読む人がその
内容を自分で捉え、自分で考えるものである。そしてその作
者が言わんとするところは、あくまで読み手自身が自分で感
じ、その捉え方は人それぞれ千差万別だなとあらためて考え
させられる作品であった。　　　　　　　　　　（平山正也）

スクラップ・アンド・ビルド
著者／羽田圭介

（文芸春秋）

開田工業株式会社

オイル下がりはエンジンの敵です!!

オイル下がりに強い
高性能エレメント

総販売元：㈱山商エンタープライズ
＜お問合せはオートハンズ各社へ＞

Kaida
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紀
州
踊
り「
ぶ
ん
だ
ら
」

　

和
歌
山
市
の

お
祭
り
で
1
番

大
規
模
な
の
が
、

毎
年
八
月
の
第

一
週
末
に
開
催

さ
れ
る
、
紀
州

踊
り
「
ぶ
ん
だ

ら
節
」
で
す
。

和
歌
山
市
に
お

け
る
夏
の
風
物
詩
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
ぶ
ん
だ
ら
節
」
は
江
戸
の
中
期
の

豪
商
、
紀
伊
国
屋
文
左
衛
門
の
心
意
気

と
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

そ
の
名
に
ち
な
ん
で
「
ぶ
ん
だ
ら
」
と

名
付
け
ら
れ
た
南
国
紀
州
和
歌
山
の
美

し
さ
と
豪
快
さ
を
連
想
さ
せ
る
民
謡
で

す
。
（
文
左
衛
門
を
何
度
も
繰
り
返
し

て
言
う
う
ち
に
「
ぶ
ん
だ
ら
」
が
出
て

き
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
）
。
そ
の

民
謡
を
昭
和
四
十
四
年
に
市
政
八
十
周

年
を
記
念
し
「
紀
州
お
ど
り
」
と
し
て

開
催
し
た
の
が
こ
の
お
祭
り
の
最
初
で

す
。
八
月
第
一
土
曜
日
の
夜
は
和
歌
山

市
内
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る

「
け
や
き
通
り
」
「
本
町
通
り
」
を
通

行
止
め
に
し
て
、
和
歌
山
市
内
の
公
官

庁
や
企
業
、
個
人
で
作
っ
た
「
連
」
と

呼
ば
れ
る
会
が
順
番
に
街
頭
を
練
り
歩

き
、
そ
の
数
は
約
六
千
人
に
も
な
り
、

テ
レ
ビ
で
も
中
継
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
近
年
は
全
国
的
な
「
よ
さ
こ
い

ブ
ー
ム
」
の
中
「
お
ど
る
ん
や
」
紀
州

よ
さ
こ
い
祭
り
も
同
時
期
に
開
催
さ
れ
、

地
方
連
と
共
に
パ
レ
ー
ド
で
の
演
舞
や

ス
テ
ー
ジ
で
の
演
舞
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
翌
日
の
日
曜
日
に
も
和
歌
山
城
と

そ
の
周
辺
に
は
輪
踊
り
会
場
や
縁
日
横

丁
が
登
場
し
毎
年
十
万
人
を
超
え
る
人

出
で
賑
わ
い
ま
す
。

（
杉
村
隆
行
）
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山
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〜

FESTIVALS 

in JAPAN

MATS
URI

MATS
URI

　今回は当社福
井本社営業所の
平田直大（なお
ひろ）君を紹介
します。
　19歳で入社し
た平田君も今年
で入社21年目の
40才。まさにベ
テランの域に達
しております。

配送担当として途中入社した彼は、ちょう
どその年、弊社が新しく取り組んだ【アル
ミホイル修正及びディスクローター＆ブレ
ーキドラム研磨】にその適性を発揮し専任
担当としてチャレンジしてくれました。全
くの未経験で、特に手先が器用というわけ
ではありませんでしたが、県外に長期間研
修に赴き、その技術を習得し、弊社の作業
部門を支えてくれています。また社内では
『ひらボー』の愛称で先輩社員やお客様か
らも可愛がられ、今では若手社員のアニキ
的な存在です。
　２人の男児の良き父親として充実した家
庭を築いている平田君。今後ますますその
技術を磨き、成長２本柱の作業部門の充実
と、一家の大黒柱として頑張ってくれるこ
とを期待しています。　　　　（北川裕二）

（福井県）
株式会社 村中パーツ

いつもご愛読ありがとうございます。今回新春特別企画といたしまして
全国におりますメンバーが厳選した各地域おすすめのグルメを、厳正な
る抽選の上13名様にプレゼントさせていただきます。ふるってご応募く
ださい。
尚、応募は  オートハンズWeb　 http://www.autohands.com より
必須事項を記入の上お願いいたします。また、勝手ながらオートハンズ
メンバーとお取引いただいているお客様に限定させていただきます。

　　　　　　　  ※応募締切2月末日・抽選3月吉日
　　　　　　　  ※当選者の方にはメンバーよりお届け

新
年
ご
あ
い
さ
つ会 長

西山浩一

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
会
員
各
社
へ

の
ご
愛
顧
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
15
年
ぶ
り
に
日
経
平
均
株

価
が
2
万
円
を
回
復
し
た
も
の
の
、

ギ
リ
シ
ャ
問
題
や
上
海
発
世
界
同
時

株
安
で
不
安
定
な
状
況
が
続
き
ま
し

た
。
国
内
で
は
安
保
法
案
を
め
ぐ
り

国
会
内
外
を
問
わ
ず
様
々
な
議
論
や

デ
モ
が
交
わ
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
業

界
で
は
依
然
と
し
て
新
車
販
売
の
低

迷
が
続
い
て
お
り
、
さ
ら
に
販
売
さ

れ
る
車
両
も
Ｈ
Ｖ
が
台
頭
し
、
今
後

は
国
を
挙
げ
て
Ｆ
Ｃ
Ｖ
燃
料
電
池
車

両
や
電
気
自
動
車
な
ど
応
援
し
て
い

く
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
、
我
々
ア

フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
市
場
に
生
き
る

者
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
・
問
題
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

石
油
元
売
り
各
社
の
合
併
・
再
編

等
、
大
手
企
業
で
あ
り
な
が
ら
時
代

の
波
に
飲
ま
れ
て
い
く
様
を
垣
間
見

な
が
ら
、
我
々
が
こ
の
時
代
を
皆
様

と
共
に
生
き
残
っ
て
い
く
方
向
性
を

考
え
、
ま
た
提
案
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
私
共
オ

ー
ト
ハ
ン
ズ
グ
ル
ー
プ
は
皆
様
の
地

域
に
お
け
る
役
立
つ
商
品
の
提
供
・

情
報
の
発
信
を
通
じ
て
、
皆
様
に
ま

ず
選
択
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
を
目

指
す
所
存
で
す
。

　

こ
の
新
し
い
年
が
、
関
係
各
社
、

お
取
引
各
社
皆
様
と
共
に
発
展
す
る

年
に
な
る
事
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

㈱北光社（徳島県）／直方自動車商事㈱（福岡県）／㈱伏見商会（京都府）／㈱フセパーツ（広島県）

㈱寿（長崎県）／㈱南海部品商会（沖縄県）／㈱松浦商会（佐賀県）／㈱杉村商会（和歌山県）

㈱名神（岐阜県）／常北部品㈱（茨城県）／㈱タイヨー（京都府）／三栄輪業㈱（熊本県）

㈱村中パーツ（福井県）
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